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「位置について、用意、スタート」寒さをものともせずに、一斉
に走り出す子どもたち。
12月5日、八積小学校で行われたマラソン大会。児童は全員完走

しました。
この元気で、今年一年もスポーツに勉強にがんばりましょうね。
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寒さに負けるな

広 報 長生村のホームページ　http://www.vill.chosei.chiba.jp/index.html
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村
民
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ご
家
族
お
揃
い
で
輝
か
し
い
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
衷
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
、
村
政
を
推
進
す
る

に
あ
た
り
、
村
民
各
位
の
深
い

ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
わ
り
、

お
陰
さ
ま
で
村
政
も
順
調
に
進

展
し
、
着
実
に
発
展
し
て
お
り

ま
す
。

こ
れ
も
偏
に
村
民
皆
様
方
の

暖
か
い
ご
協
力
の
賜
と
深
く
感

謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま

す
。

さ
て
、
昨
年
の
社
会
情
勢
を

顧
み
ま
す
と
、
イ
ラ
ク
問
題
を

始
め
悪
質
な
犯
罪
や
長
引
く
景

気
の
低
迷
、
高
い
失
業
率
な
ど

暗
い
ニ
ュ
ー
ス
の
多
い
年
で
あ

り
ま
し
た
。

本
村
で
は
８
月
の
大
雨
に
よ

り
野
菜
な
ど
に
若
干
の
被
害
を

受
け
ま
し
た
が
、
そ
れ
ほ
ど
大

き
な
災
害
も
無
く
農
業
の
中
核

で
あ
る
水
稲
も
、
全
国
的
に
不

作
と
い
わ
れ
る
な
か
大
き
な
減

収
も
無
く
、
収
穫
も
順
調
に
行

わ
れ
た
こ
と
は
何
よ
り
と
存
じ

ま
す
。

迎
え
た
新
し
い
年
に
は
、
一

日
も
早
い
平
和
と
景
気
の
回
復

を
望
む
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
は
長
生
村
誕
生

50
年
と
い
う
節
目
の
年
で
あ
り
、

記
念
式
典
を
始
め
大
勢
の
村
民

の
ご
協
力
に
よ
り
各
種
行
事
を

実
施
し
て
参
り
ま
し
た
。
更
に

村
の
主
要
事
業
で
あ
る
一
松
小

学
校
屋
内
運
動
場
改
築
工
事
、

高
根
保
育
所
増
改
築
工
事
を
始

め
高
根
学
童
保
育
所
、
公
共
下

水
道
事
業
な
ど
諸
事
業
も
順
調

に
進
展
し
、
明
る
い
新
年
を
迎

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と

は
、
誠
に
ご
同
慶
に
た
え
な
い

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

長
生
村
長

市
　
原
　
良
　
夫

村
民
と
一
体
と
な
り

住
民
参
加
に
よ
る
村
づ
く
り
を
目
指
し
て

本
年
も
、
村
の
総
合
計
画
に
基

づ
き
「
人
間
性
豊
か
な
住
み
よ
い

村
」
を
実
現
す
る
た
め
、
み
な
さ

ん
と
一
体
と
な
っ
て
、
村
民
参
加

に
よ
る
村
づ
く
り
を
進
め
て
参
り

ま
す
。

私
は
、
村
民
参
加
に
よ
る
村
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
み
な
さ

ん
の
理
解
と
信
頼
を
深
め
る
こ
と

が
大
事
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
村
の
情
報
を
出

来
る
だ
け
公
開
す
る
必
要
が
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

今
、
村
民
の
皆
様
が
一
番
関
心

を
持
た
れ
て
い
る
長
生
郡
市
の
合

併
に
つ
き
ま
し
て
も
、
平
成
17
年

３
月
末
が
国
で
示
す
合
併
特
例
法

の
適
用
期
限
で
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
を
活
用
す
る
か
、
否
か
、
長

生
郡
市
合
併
協
議
会
な
ど
で
充
分

な
協
議
を
し
な
が
ら
、
出
来
る
だ

け
早
い
時
期
に
ど
う
対
応
す
る

か
、
結
論
を
出
し
て
ま
い
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

結
び
に
、
村
民
皆
様
方
の
限
り

な
い
ご
繁
栄
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

年頭のごあいさつ



新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
健
康
で
希
望
に
満

ち
た
初
春
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
中
は
皆
様
方
の
暖
か
い
ご

支
援
に
よ
り
ま
し
て
議
会
活
動
に

専
心
し
、
村
政
の
向
上
、
充
実
に

邁
進
で
き
ま
し
た
こ
と
を
村
議
会

を
代
表
い
た
し
ま
し
て
心
か
ら
感

謝
し
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
村
は
教

育
、
農
林
商
工
観
光
、
公
共
下
水

道
や
道
路
な
ど
の
生
活
基
盤
整
備
、

医
療
、
保
健
福
祉
、
生
活
環
境
な

ど
各
般
に
亘
っ
て
非
常
に
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
事
業
執
行
が
な
さ
れ

長
生
村
議
会

議
　
長

東
　
間
　
永
　
次

「
人
間
性
豊
か
な
健
康
で
住
み
よ
い

村
」
実
現
に
向
け
て
、
着
実
に
歩

み
を
続
け
て
い
る
も
の
と
確
信
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
内
外
の
社
会

情
勢
に
目
を
向
け
て
み
ま
す
と
イ

ラ
ク
の
復
興
支
援
、
民
主
化
に
向

け
て
、
昨
年
末
、
日
本
は
自
衛
隊

派
遣
を
決
定
し
ま
し
た
。
政
府
に

は
国
際
協
調
と
国
益
の
狭
間
で
非

常
に
難
し
い
舵
取
り
を
迫
ら
れ
て

お
り
ま
す
が
、
世
界
平
和
の
た
め

に
し
っ
か
り
と
し
た
決
断
を
望
ん

で
お
り
ま
す
。

ま
た
一
方
、
国
内
特
に
地
方
で

は
、
市
町
村
を
取
り
巻
く
環
境
は

一
段
と
厳
し
さ
を
増
す
も
の
と
思

◎
一
松
小
学
校
校
舎
の

大
規
模
改
造
工
事
が
完
成（

３
月
）

◎
八
積
の
学
童
保
育ス

タ
ー
ト
（
４
月
）

村村
のの

1100
大大
ニニ
ュュ
ーー
スス

２
０
０
３
年

わ
れ
ま
す
。
地
方
分
権
の
推
進
、

国
と
地
方
の
税
財
政
改
革
所
謂
三

位
一
体
の
改
革
、
地
方
自
治
制
度

の
改
革
な
ど
、
い
ま
歴
史
的
な
長

い
大
き
な
曲
が
り
角
に
差
し
掛
か

っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
が
市
町
村
合
併
問
題

で
あ
り
ま
す
。
村
議
会
か
ら
２
名

の
委
員
が
参
加
し
て
お
り
ま
す
、

長
生
郡
市
７
市
町
村
で
構
成
す
る

合
併
協
議
会
で
今
、
合
併
の
是
非

を
含
め
て
話
し
合
い
を
行
っ
て
い

ま
す
。
私
た
ち
の
１
０
０
年
後
は

ど
の
よ
う
な
社
会
に
な
っ
て
い
く

の
か
、
私
た
ち
の
子
供
た
ち
、
更

に
は
孫
た
ち
の
世
代
に
何
を
残
し
、

何
を
伝
え
る
べ
き
な
の
か
、
目
先

住
む
こ
と
を
誇
り
と
す
る

活
気
に
溢
れ
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

の
問
題
ば
か
り
で
な
く
、
将
来
に

目
を
向
け
た
冷
静
な
判
断
が
必
要

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

村
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

こ
れ
ら
の
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
、

新
年
を
機
に
心
も
新
た
に
村
民
が

心
か
ら
住
む
こ
と
を
誇
り
と
す
る

活
気
に
溢
れ
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
村
当
局
と
と
も

に
全
力
を
傾
け
て
参
り
ま
す
。

結
び
に
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念

し
、
本
年
が
最
良
の
年
で
あ
り
ま

す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
し
て
、
年

頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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年頭のごあいさつ

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

皆
様
方
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
春
を

お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら

お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

平
素
よ
り
、
農
業
委
員
会
活
動
に
対
し

ま
し
て
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
わ

り
、
こ
こ
に
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
例
年
に
な
く
、
梅
雨
明
け
が

遅
れ
、
そ
の
後
も
低
温
、
日
照
不
足
が
続

き
十
年
ぶ
り
の
冷
夏
で
あ
り
ま
し
た
。
水

稲
は
、
や
や
不
良
の
作
柄
で
あ
り
ま
し
た

が
、
台
風
そ
の
ほ
か
の
被
害
も
な
く
、
収

穫
が
順
調
に
行
わ
れ
ま
し
た
こ
と
は
な
に

よ
り
で
あ
り
ま
し
た
。

今
日
、
農
業
、
農
村
を
取
り
巻
く
情
勢

は
一
層
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、
輸
入
農

産
物
の
増
加
に
よ
り
、
価
格
の
低
迷
や
、

担
い
手
の
減
少
、
高
齢
化
の
進
行
、
遊
休

農
地
の
増
加
な
ど
、
多
く
の
課
題
を
抱
え

て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
中
「
米
政
策
改

革
大
綱
」
が
平
成
14
年
12
月
決
定
さ
れ
、

米
の
消
費
の
減
少
、
米
価
の
下
落
な
ど
、

米
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
対
応
し
、

消
費
者
重
視
（
売
れ
る
米
づ
く
り
）
の
考

え
方
に
立
っ
て
、
需
要
に
即
応
し
た
米
づ

く
り
の
推
進
を
通
じ
て
水
田
農
業
経
営
の

安
定
と
発
展
を
図
る
と
い
う
も
の
で
、
米

づ
く
り
の
本
来
あ
る
べ
き
姿
を
、
平
成
22

年
ま
で
に
実
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
こ
の
大
綱
に
基
づ
き
、
本
年
度
か

ら
従
来
の
減
反
面
積
の
配
分
か
ら
、
生
産

目
標
数
量
を
配
分
す
る
方
式
へ
転
換
さ
れ

ま
す
。

農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
の
権
利
移
動

の
許
認
可
な
ど
農
地
法
な
ど
に
基
づ
く
業

長
生
村
農
業
委
員
会

会
　
長

土
　
屋
　
久
　
男

務
を
始
め
、
い
ま
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る

食
糧
の
安
全
、
安
心
の
確
保
、
そ
の
基
盤

と
な
る
優
良
農
地
の
確
保
と
そ
の
有
効
利

用
や
、
担
い
手
の
育
成
及
び
確
保
と
い
う

食
糧
受
給
率
の
向
上
を
目
指
す
根
幹
を
担

う
と
共
に
、
国
際
化
に
対
応
し
得
る
力
強

い
農
業
経
営
の
確
立
に
向
け
た
認
定
農
業

者
な
ど
の
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
集
積
の

更
な
る
推
進
、
地
域
農
業
の
活
性
化
な
ど

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
存

じ
ま
す
。

終
わ
り
に
、
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、

ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も

に
、
皆
様
方
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

地
域
農
業
の
活
性
化
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す

◎
長
生
村
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
設
立
（
５
月
）

◎
「
人
間
ば
ん
馬
大
会
」

「
盆
踊
り
大
会
」
な
ど

合
併
50
周
年
記
念

事
業
の
開
催
（
５
月
、
８
月
）

◎
長
生
村
が
長
生
郡
民
体
育
大
会
で

初
優
勝
（
７
月
）

◎
国
道
１
２
８
号
線
沿
い
に

大
型
２
店
舗
が
進
出
（
８
月
）

◎
１
市
５
町
１
村
で
の

合
併
に
向
け
て
長
生
郡
市

合
併
協
議
会
を
設
置
（
８
月
）

◎
堂
本
知
事
来
村

「
千
葉
な
の
花
県
民
会
議
」

開
催
（
９
月
）

◎
長
生
村
50
周
年

記
念
式
典
挙
行

村
の
イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
太
陽
く
ん
」

決
定
（
11
月
）

◎
長
生
村
「
青
色
申
告
の
村
」

宣
言
20
周
年
（
11
月
）

5

年頭のごあいさつ
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12
月
10
日
、
長
南
町
役
場
で
、
第
４
回

長
生
郡
市
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
次

の
案
件
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

○
新
市
の
名
称

（
前
回
の
継
続
協
議
事
項
）

新
市
の
名
称
の
決
定
方
法
に
つ
い
て
は
、

協
議
に
先
立
ち
、
各
市
町
村
６
人
の
委
員

で
協
議
し
た
結
果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

●
協
議
会
に
よ
る
協
議
決
定

一
宮
町
・
睦
沢
町
・
白
子
町

●
新
市
名
称
候
補
選
定
小
委
員
会
を
設
置

し
、
新
市
の
名
称
に
つ
い
て
協
議

長
生
村
・
茂
原
市
・
長
柄
町
・
長
南
町

こ
れ
を
踏
ま
え
各
委
員
か
ら

・
小
委
員
会
に
時
間
を
か
け
る
の
で
は
な

く
、
そ
の
他
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
た
方

が
よ
い
。

・
地
域
住
民
に
と
っ
て
名
前
は
非
常
に
関

心
が
高
い
。
時
間
を
か
け
て
も
良
い
の
で

は
な
い
か
。

・
小
委
員
会
は
、
協
議
12
号
で
新
市
建
設
計

画
と
議
会
議
員
・
農
業
委
員
会
委
員
の
２
つ

の
小
委
員
会
と
決
め
た
。
今
に
な
っ
て
、
小

委
員
会
を
設
置
す
る
の
は
お
か
し
い
。

・
小
委
員
会
を
設
置
し
、
す
み
や
か
に
新

市
名
の
候
補
を
決
め
る
べ
き
。

・
小
委
員
会
を
設
置
す
る
の
は
良
い
が
、

小
委
員
会
で
決
定
す
れ
ば
協
議
会
に
諮
ら

な
く
て
良
い
の
か
。

・
小
委
員
会
を
設
置
し
て
も
、
多
く
の
人

の
意
見
を
聞
く
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
う
。

「
長
生
市
」
で
決
ま
る
と
思
う
。

・
住
民
の
意
見
、
意
向
を
聞
く
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。

・
「
長
生
市
」
と
い
う
名
前
を
表
に
出
さ

な
い
で
、
小
委
員
会
で
議
論
し
て
ほ
し
い
。

そ
の
他
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た

が
、
採
決
の
結
果
ど
ち
ら
も
３
分
の
２
以

上
の
賛
成
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
の

で
、
継
続
協
議
と
な
り
ま
し
た
。

○
町
・
字
名
の
取
扱
い

町
・
字
、
区
域
・
名
称
に
つ
い
て
は
、

従
前
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
で
提
案
さ
れ

ま
し
た
が
、
委
員
か
ら

・
一
宮
町
の
名
前
を
残
し
た
い
。

・
睦
沢
町
川
島
の
一
部
に
長
生
村
七
井

土
・
茂
原
市
大
芝
に
隣
接
し
て
い
る
場
所

が
あ
る
が
、
住
民
か
ら
名
称
を
「
う
ぐ
い
す

の
里
」
と
し
た
い
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。

な
ど
の
意
見
が
あ
り
、
継
続
協
議
と
な

合
併
問
題
を
考
え
る
（
十
）

第
４
回
合
併
協
議
会
の
報
告

30
分

◇
と
こ
ろ

睦
沢
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー

※
小
委
員
会
は
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
会
議
開
始

15
分
前
ま
で
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

◇
合
併
協
議
会

○
第
５
回
長
生
郡
市
合
併
協
議
会

◇
と
　
き

１
月
13
日
（
火
）
午
後
１
時

30
分

◇
と
こ
ろ

長
生
村
役
場
３
階
会
議
室

◇
傍
聴
席

50
席

○
第
６
回
長
生
郡
市
合
併
協
議
会

◇
と
　
き

２
月
10
日
（
火
）
午
後
１
時

30
分

◇
と
こ
ろ

長
柄
町
役
場
大
会
議
室

◇
傍
聴
席

60
席

※
合
併
協
議
会
は
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
会
場
の
都
合
で
人
数
は
限
ら
れ

ま
す
。
傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
会
議
開

始
15
分
前
ま
で
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
長
生
郡
市
合
併
協
議
会
事

務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
長
生
郡
市
合
併
協
議
会（

25
）
７
５
８
８

7

り
ま
し
た
。

・
従
前
の
場
合
の
例

○
○
市
本
郷
１
番
地
77

・
一
宮
町
を
残
し
た
場
合
の
例

○
○
市
一
宮
町
一
宮
２
４
５
７
番
地

○
慣
行
の
取
扱
い

市
章
（
市
旗
）、
市
の
木
・
花
・
鳥
・

憲
章
・
宣
言
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
お
い

て
新
た
に
制
定
す
る
。
表
彰
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
贈
ら
れ
て
い
る
名
誉
市
町
村
民
に

つ
い
て
は
新
市
に
引
継
ぐ
こ
と
で
提
案
さ

れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
条
例
、
規
則
等
の
取
扱
い

条
例
、
規
則
等
の
制
定
は
、
各
協
議
項

目
の
協
議
結
果
を
踏
ま
え
て
、
次
の
区
分

に
よ
り
整
備
す
る
こ
と
で
提
案
さ
れ
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

①
合
併
と
同
時
に
、
市
長
職
務
執
行
者
の

専
決
処
分
に
よ
り
、
即
時
制
定
し
施
行
さ

せ
る
も
の

②
合
併
と
同
時
に
、
一
定
の
地
域
に
即
時

制
定
し
、
暫
定
的
に
施
行
さ
せ
る
も
の

③
合
併
後
、
必
要
に
応
じ
逐
次
制
定
し
、

施
行
さ
せ
る
も
の

○
ガ
ス
事
業
に
関
す
る
取
扱
い

公
営
ガ
ス
事
業
に
つ
い
て
は
、
白
子
町
、

長
南
町
、
睦
沢
町
の
区
域
で
供
給
さ
れ
て

い
ま
す
。（
表
１
を
参
照
）

合
併
後
に
統
合
し
、
新
市
に
お
い
て
運

営
す
る
が
、
ガ
ス
料
金
に
つ
い
て
は
現
行

の
と
お
り
引
継
ぎ
、
合
併
後
す
み
や
か
に

調
整
す
る
こ
と
で
提
案
さ
れ
ま
し
た
が
、

委
員
か
ら

・
す
み
や
か
に
調
整
す
る
と
い
う
が
安
い

料
金
に
併
せ
る
の
か
、
ま
た
何
年
後
に
調

表１　長南町、睦沢町、白子町のガス料金など

●
長
生
郡
市
合
併
協
議
会
、
新
市
建
設
計

画
策
定
小
委
員
会
、
議
会
議
員
・
農
業
委

員
会
委
員
の
定
数
及
び
任
期
等
検
討
小
委

員
会
の
会
議
資
料
・
会
議
録
に
つ
い
て

は
、
企
画
財
政
課
の
窓
口
で
も
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

長南町・睦沢町 白子町
長南町全域

白子町全域(大字北供 給 区 域 睦沢町全域(大字川島飛地
高根の一部を除く)

を除く)

供 給 開 始
長南町 昭和51年4月

昭和38年8月
睦 沢町 昭和58年4月

供給戸数（加入率） 長南町 2,710戸(88%)
2,993戸（66％）

(H15/3/31現在) 睦沢町 1,878戸(80%)

ガ ス 料 金 基本料金 従量料金 基本料金 従量料金
0  ～ 25ｍ３ 360円 73.03円 520円 74.31円

26  ～ 250ｍ３ 370円 72.63円 525円 74.11円

251ｍ３以上 420円 72.43円 555円 73.99円

◇
小
委
員
会

○
第
４
回
新
市
建
設
計
画

策
定
小
委
員
会

◇
と
　
き

１
月
15
日
（
木
）
午
後
１
時

30
分

◇
と
こ
ろ

睦
沢
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー

○
第
３
回
議
会
議
員
・
農
業
委
員
会
委
員

任
期
等
検
討
小
委
員
会

◇
と
　
き

１
月
16
日
（
金
）
午
後
１
時

小
委
員
会
・
協
議
会
を

開
催
し
ま
す

整
す
る
の
か
目
安
を
入
れ
る
べ
き
。

と
の
意
見
が
あ
り
、
継
続
審
議
と
な
り

ま
し
た
。

○
そ
の
他

本
村
の
植
草
委
員
か
ら
、
先
日
実
施
し

た
住
民
意
向
調
査
の
回
収
率
に
つ
い
て
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。

事
務
局
か
ら
、
11
月
末
現
在
、
４
、
２

７
３
通(

発
送
１
０
、
０
０
０
通)

回
収
さ

れ
た
。
内
容
に
つ
い
て
は
ま
だ
精
査
し
て

い
な
い
と
回
答
が
あ
り
、
植
草
委
員
か
ら

は
、
回
収
率
が
悪
く
さ
み
し
い
が
、
地
域

の
人
に
聞
い
て
み
た
と
こ
ろ
、
合
併
あ
り

き
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
あ
り
答
え
よ
う
が
な

い
と
い
う
人
も
い
た
。
次
の
意
向
調
査
で

は
、
住
民
が
悩
ん
で
い
る
こ
と
、
求
め
て

い
る
こ
と
を
重
視
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
作

っ
て
ほ
し
い
と
要
望
し
ま
し
た
。



村の決算報告

8

総務費
6億6,221万
2,434円

（15.0%）

土木費
6億7,848万

244円
（15.3%）

衛生費
7億1,147万6,028円
（16.1%）

民生費
6億5,314万
3,411円（14.8%）

教育費
7億5,003万
6,934円
（16.9%）

公債費
3億
9,232万
8,103円
（8.9%）

その他　3億5,369万3,374円　（7.9%）

歳
　
　
出

土木費 民生費衛生費 総務費教育費 公債費 その他

13万
6,433円

13万
1,338円

14万
3,068円

13万
3,162円

15万
822円

7万
8,892円

4万
5,171円

7万
1,123円

89万
7円

一世帯当た
りに使われ
たお金

（人口：14,778人　世帯：4,973世帯）平成15年3月31日現在

歳出　　44億2,600万4,466円
（ ）内は構成比

整備された村道１ー12号線（岩沼地区）

消防費

平成14年度決算の概要についてお
知らせします。14年度予算は当初43
億4,350万円でスタートしました。
決算額は歳入が47億732万5,816円
で、前年度に比べ8億6,157万9,701
円の減となり、歳出は44億2,600万
4,466円で7億3,504万8,491円の減
となりました。

予防接種や検診事業で住民の
健康を守ります

消防費
2億2,463万3,938円
（5.1%）

9

平成14年度

特 別 会 計

◎国民健康保険特別会計
●事業勘定
歳　入　　　　　　　　 12億 514万5,307円

歳　出　　　　　　　　 10億9,927万4,888円

●施設勘定
歳　入　　　　　　　　　1億5,042万6,938円

歳　出　　　　　　　　　1億1,447万3,987円

◎老人保健特別会計
歳　入　　　　　　　　 11億3,266万 655円

歳　出　　　　　　　　 11億1,486万2,493円

◎工業用地開発事業特別会計
歳　入　　　　　　　　　　 5,718万4,483円

歳　出 338万3,909円

◎公共下水道事業特別会計
歳　入　　　　　　　　 7億5,371万8,720円

歳　出　　　　　　　　 7億4,175万1,681円

◎介護保険特別会計
歳　入 4億7,792万2,856円

歳　出 4億5,789万2,206円

歳
　
　
入

地方交付税
10億8,637万8,000円
（23.1%）

村　税
14億3,277万3,095円
（30.4%）

国･県支出金
4億3,630万
9,698円

（9.3%）

その他
13億7,756万
5,023円

（29.2%）

村債　3億7,430万円（8.0%）

歳入　　47億732万5,816円

一 般 会 計

一世帯当たりが
負担した村税

28万
8,110円

村 民 税 固定資産税その他

1万
7,892円

15万
9,713円

11万
506円

主　な　事　業 (抜粋）

平成14年度に実施した主な事業は次のとおりです。

公共下水道事業（管渠建設工事）

3億7,568万8千円

一松小学校舎補強改造事業　　2億9,557万5千円

交通安全施設整備事業　　　　1億6,915万2千円

道路改良事業　　　　　　　　　 7,428万4千円

各種検診事業　　　　　　　　　 5,375万2千円

大規模改造された一松小学校校舎
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道路にはみ出た枝は所有者の責任で伐採を ！！

最
近
、
犬
の
放
し
飼
い
に
よ
る
被
害

や
、
フ
ン
の
苦
情
が
た
く
さ
ん
役
場
に

よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
犬
を
飼
っ
て
い

る
人
は
、
夜
間
、
早
朝
に
限
ら
ず
放
し

飼
い
は
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
散
歩
中
の
フ
ン
の
後
始
末
も
適

正
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

犬
を
飼
っ
て
い
る
人
で
、
ま
だ
登
録

を
し
て
い
な
い
場
合
は
必
ず
登
録
を
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
年
１
回
の
狂
犬

平
成
15
年
工
業
統
計
調
査
を
実
施
し

ま
す
。

平
成
15
年
12
月
31
日
付
け
で
行
わ
れ

る
こ
の
調
査
は
、
製
造
業
を
行
っ
て
い

る
事
業
所
を
対
象
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

対
象
と
な
っ
た
事
業
所
に
は
12
月
中
旬

か
ら
１
月
に
か
け
て
統
計
調
査
員
が
お

伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
お
願
い
し

ま
す
。
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
秘
密
が

守
ら
れ
、
国
や
県
の
行
政
施
策
へ
幅
広

く
活
用
さ
れ
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ

企
画
財
政
課

(

32)

４
７
４
３

平
成
15
年
分
の
所
得
税
に
つ
い
て
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
源
泉
徴
収

さ
れ
た
税
金
が
納
め
す
ぎ
に
な
っ
て
い

る
人
は
、
確
定
申
告
期
間
（
２
月
16
日

か
ら
３
月
15
日
ま
で
）
以
前
で
も
還
付

申
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
早
め

に
申
告
す
れ
ば
そ
の
分
、
納
め
す
ぎ
た

税
金
が
、
早
期
に
還
付
さ
れ
ま
す
。

茂
原
税
務
署
で
は
、
還
付
申
告
書
の

受
付
・
相
談
な
ど
を
１
月
５
日
（
月
）

か
ら
行
っ
て
お
り
ま
す
。（
役
場
で
の
受

付
は
で
き
ま
せ
ん
）

①
給
与
所
得
者
で
医
療
費
控
除
や
住
宅

村
で
は
、
乳
幼
児
に
対
し
平
成
15
年

４
月
１
日
か
ら
窓
口
で
一
定
の
自
己
負

担
金
を
お
支
払
い
い
た
だ
き
、
そ
の
場

で
精
算
す
る
新
し
い
乳
幼
児
医
療
費
助

成
制
度
に
移
行
し
ま
し
た
。
ま
だ
申
請

さ
れ
て
い
な
い
人
は
至
急
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

◇
助
成
対
象
者

０
歳
か
ら
就
学
前
児
童

・
０
歳
か
ら
３
歳
未
満

入
院
・
通
院
と
も
１
日
か
ら
対
象

商
工
会
で
は
国
民
公
庫
や
県
制
度
資

金
な
ど
低
利
な
公
的
融
資
を
斡
旋
し
て

い
ま
す
。

○
無
担
保
・
無
保
証
人

「
マ
ル
経
融
資
」
の
ご
案
内

◇
限
度
額

５
５
０
万
円

◇
年
　
利

１
・
３
５
％

◇
返
済
期
間

運
転
５
年
、
設
備
７
年

◇
返
済
方
法

元
金
均
等
払
い

事
業
資
金
の
ご
相
談
は
商
工
会
へ
お

気
軽
に
ど
う
ぞ

◇
問
い
合
わ
せ

長
生
村
商
工
会

（
32
）
０
１
５
２

還
付
申
告
は

お
早
め
に
！

犬
は
正
し
く

飼
い
ま
し
ょ
う

工
業
統
計
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

村
内
事
業
者
の

み
な
さ
ん
へ

申
請
はお

済
み
で
す
か

病
予
防
注
射
も
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

◇
問
い
合
わ
せ

下
水
環
境
課

（
32
）
２
４
９
４

・
３
歳
以
上
か
ら
就
学
前
ま
で

７
日
以
上
の
継
続
入
院
が
対
象

◇
自
己
負
担
金

２
０
０
円
ま
た
は
無

料
（
住
民
税
額
に
よ
る
）

◇
申
請
に
必
要
な
物

申
請
書
（
保
健

セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
）
・
保
険
証

の
コ
ピ
ー
・
印
鑑
・
平
成
15
年
１
月

２
日
以
後
に
転
入
の
人
は
、
前
住
所

地
か
ら
住
民
税
課
税
証
明
書
又
は
非

課
税
証
明
書

◇
問
い
合
わ
せ

保
健
セ
ン
タ
ー
健
康
指
導
係

（
32
）
６
８
０
０

借
入
金
等
特
別
控
除
な
ど
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
人

②
公
的
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
人
で
、

そ
れ
以
外
に
申
告
す
べ
き
所
得
が
な
い
人

③
平
成
15
年
の
途
中
で
退
職
し
、
そ
の

後
就
職
し
な
か
っ
た
人

④
退
職
所
得
が
あ
り
、
そ
の
所
得
を
含

め
て
申
告
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
源

泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
か
ら
定
率
減
税

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

◇
問
い
合
わ
せ

茂
原
税
務
署
　
個
人

課
税
第
一
部
門

（
22
）
８
３
５
６

ルールを守ってキチンと飼ってね

11 障害のある人が安心して暮らすことのできる社会をつくるためにはひとりひとりの思いやりが大切です

「
な
が
い
き
村
の
お
買
物
券
」
を
販

売
し
て
い
ま
す
。

お
近
く
の
サ
ー
ビ
ス
店
会
加
盟
店
ま

た
は
商
工
会
事
務
所
に
お
申
し
付
け
く

だ
さ
い
。

お
祝
い
、
お
返
し
、
ご
贈
答
に
便
利

な
専
用
封
筒
入
り
や
の
し
紙
・
包
装
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

村
内
の
58
店
舗
で
お
使
い
い
た
だ
け

◎
防
犯
対
策

最
近
、
車
上
狙
い
、
空
き
巣
が
多
発

し
て
い
ま
す
。
お
出
か
け
の
際
に
は
、

戸
締
ま
り
の
確
認
、
車
内
に
貴
重
品
や

バ
ッ
ク
な
ど
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

日
頃
か
ら
、
し
っ
か
り
と
し
た
防
犯

対
策
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

な
が
い
き
村
の

お
買
物
券
を

防
犯
、
防
火
対
策

万
全
で
す
か
？

こんなときに基礎年金こんなときに基礎年金
国民年金は、全国民を対象に基礎年金を支給する制度です。

老後はもちろん、病気や事故による障害や死亡など、もしも

のときにも国民年金はあなたの収入を保障します。

なお、年金は受けられる資格があっても本人からの請求が

ないと支給されませんので、年金を受けようとするときは忘

れずに手続きしましょう。

●こんなときには、請求を
○老齢基礎年金
国民年金の納付（あるいは免除）期間と厚生年金・共済組合

の加入期間などが合計で25年以上ある人が65歳になったとき。

○障害基礎年金
一定期間以上（注１）保険料を納めている人が病気やケガ

で一定（注２）の障害者になったとき。

○遺族基礎年金
一定期間以上（注１）保険料を納めている人が死亡したと

き、その人によって生計を維持されていたその人の子（注３）

または子のある妻に。

○寡婦年金
第１号被保険者（自営業者など）として保険料を納めた期

間または免除の期間が25年以上ある夫が年金を受けずに死亡

したとき、10年以上継続して婚姻関係のある妻に。

○死亡一時金
第１号被保険者として３年以上保険料を納めた人が年金を

受けずに死亡したとき同居していた遺族に。

遺族基礎年金を受けられるときは支給されません。

◇問い合わせ 住民課　　　　　　　　　　　　　32-2115

◎
防
火
対
策

12
月
に
不
審
火
に
よ
る
火
災
が
発
生

し
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
、
地
域
一
体
と

な
っ
て
空
家
の
管
理
、
枯
れ
草
の
刈
り

取
り
な
ど
放
火
を
未
然
に
防
ぐ
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も

の
を
置
か
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
、
家
庭

内
で
で
き
る
防
火
対
策
を
実
施
し
ま
し
ょ

う
。

不
審
者
を
見
か
け
た
人
は

一
宮
幹
部
交
番
　
　
（
42
）
２
１
２
１

ま
で
ご
連
絡
を
お
ね
が
い
し
ま
す
。

ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ

長
生
村
商
業
活
性
化

協
議
会
（
事
務
所
　
商
工
会
内
）

（
32
）
０
１
５
２

※
お
買
物
券

に
は
有
効
期

限
が
あ
り
ま

す
。
お
買
物

券
の
使
い
忘

れ
は
な
い
で

す
か
。
お
手

元
の
お
買
物

券
の
有
効
期

������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������国民年金 

注１）初診日（障害のもとになった病気やケガで初めて医師にかか
った日）や死亡日の属する月の前々月までの加入期間のうち３分の
２以上の期間が保険料納付あるいは免除になっていること。（又は平
成18年３月31日までは、初診日や死亡日の属する月の前々月までの
1年間に保険料の滞納がないこと）

注２）１級障害…日常生活の用を自分ですることができない程度
２級障害…必ずしも他人の介助は必要はないが、日常生活は極めて
困難で、活動範囲はおおむね家屋内に限られる程度

注３）「子」は18歳になったあとの最初の３月末日までにある子が該
当します。

限
を
確
認
し
て
、
早
め
に
ご
使
用
く
だ

さ
い
。

ながいき村のお買い物券です
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村村のの
でできき
ごごとと

いろ
いろ

いざという時のための訓練です

消
防
第
６
支
団
の
秋
季
訓
練
が
、
12
月
７

日
に
村
体
育
館
で
、
広
域
市
町
村
圏
組
合
消

防
団
入
山
津
分
遣
所
職
員
を
講
師
に
招
い
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
救
急
救
命
法
に
つ
い
て
の
講
習
が

行
わ
れ
、
参
加
し
た
団
員
は
消
防
職
員
の
説

明
を
聞
い
た
後
に
、
ダ
ミ
ー
人
形
を
使
っ
て

人
工
呼
吸
や
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
実
習
を

行
い
ま
し
た
。

訓
練
を
終
え
た
団
員
は
「
た
い
へ
ん
分
り

や
す
く
説
明
し
て
も
ら
い
参
考
に
な
っ
た
、

今
後
の
日
常
生
活
の
中
で
も
役
に
立
ち
そ
う

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

も
し
も
の
と
き
に
備
え
て

救
命
訓
練

３人の功労者が表彰されました

長
生
村
青
色
申
告
の
村
宣
言
20
周
年
記

念
式
典
が
、
11
月
20
日
に
文
化
会
館
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
市
原
村
長
に
よ
る
式
辞
に
続

い
て
、
青
色
申
告
制
度
の
普
及
に
貢
献
し

た
み
な
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
、
ま
た
、
中
学

生
の
税
に
関
す
る
作
文
の
表
彰
と
、
最
優

秀
賞
を
受
賞
し
た
大
塚
将
史
く
ん
（
１
年
）

の
作
文
が
朗
読
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
は
、
茂
原
税
務
署
副
署
長

に
よ
る
記
念
講
演
「
失
敗
に
学
ぶ
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

20
周
年
記
念
式
典
が

行
わ
れ
ま
し
た

12
月
７
日
、
文
化
会
館
ホ
ー
ル
に
お
い
て

第
11
回
長
生
村
生
涯
学
習
振
興
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

記
念
講
演
で
は
お
茶
の
水
女
子
大
学
名
誉

教
授
の
森
隆
夫
氏
に
よ
る
、
生
涯
学
習
と
家

庭
教
育
「
家
庭
は
教
育
の
原
点
、
親
は
人
生

最
初
の
教
師
」
と
い
う
演
題
で
「
親
は
子
の

鏡
、
子
は
親
の
鑑
」
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、

自
分
の
長
所
を
伸
ば
す
、
短
所
を
治
す
こ
と

が
生
涯
学
習
で
あ
る
な
ど
の
内
容
の
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

で
あ
い
・
ふ
れ
あ
い
・
ま
な
び
あ
い

生
涯
学
習
振
興
大
会

記念講演会講師の森隆夫氏
13

12
月
９
日
に
、
一
松
小
で
く
り
く
り
ブ

ッ
ク
（
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
）

に
よ
る
学
校
出
張
お
は
な
し
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

す
ば
な
し
や
、
紙
芝
居
、
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
に
児
童
た
ち
は
真
剣
に
、
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。
こ
の
お
は
な
し
会
は
今

年
の
10
月
か
ら
村
内
の
小
学
校
で
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
本
の
楽
し
さ
を
知
っ
て

も
ら
い
感
性
や
想
像
力
を
育
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

読
み
聞
か
せ

紙芝居「かさじぞう」みんな釘づけでした

担任の竹之内先生（左）と笑顔で受賞です

第53回全国小・中学校作文コンクール（読売新

聞社主催）において、一松小５年の若月あすみさ

んが読売新聞社賞を受賞しました。この賞は１位

の文部科学大臣賞に次ぐ２番目の賞となります。

作文は、あすみさん自身の新たな発見と成長ぶ

りが素直に表現された作品です。

おめでとうございます

キメのポーズもばっちり

12
月
13
日
、
八
積
保
育
所
と
一
松
保
育
所

で
、
遊
戯
や
う
た
な
ど
を
披
露
す
る
生
活
発

表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
か
わ
い
い
孫
を
一
目
見
よ
う

と
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
姿

も
み
ら
れ
ま
し
た
。

途
中
で
踊
り
を
忘
れ
て
し
ま
う
な
ど
ハ
プ

ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し
た
が
そ
こ
は
御
愛
き
ょ

う
。日

頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
た
園
児
た

ち
は
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
た
ち
の
構
え

る
た
く
さ
ん
の
カ
メ
ラ
、
ビ
デ
オ
に
納
ま
り

ま
し
た
。

上
手
に
発
表で

き
ま
し
た

青少年相談員連絡協議会主催によるそばうち教

室が12月13日に文化会館調理室で11組40人の家

族が参加して行われました。

みんな自分でそばをうつという経験はあまりな

かったらしく、悪戦苦闘していましたが、最後に

出来上がったそばの味は格別だったようです。

自分で作ると美味しいね
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健
診
と
予
防
接
種

▽
ポ
リ
オ

と
　
き
＝
１
月
８
日
（
木
）

受
　
付
＝
午
後
１
時
〜
２
時

▽
一
歳
半
健
診

（
Ｈ
14
年
６
・
７
月
生
）

と
　
き
＝
１
月
14
日
（
水
）

受
　
付
＝
午
後
１
時
〜
２
時

▽
乳
児
健
診

（
Ｈ
15
年
１
・
６
・
９
月
生
）

と
　
き
＝
１
月
21
日
（
水
）

今
月
の
健
康
相
談

▽
と
　
き

１
月
９
日
（
金
）

23
日
（
金
）

▽
受
　
付

午
前
９
時
〜
11
時

30
分

▽
内
　
容

血
圧
測
定
・
血
糖

検
査
・
尿
検
査
・
尿
中
塩
分

測
定
・
み
そ
汁
塩
分
測
定
・

保
健
指
導
・
栄
養
指
導
な
ど

※
９
日
は
、
運
動
指
導
も
行
い

ま
す
の
で
、
希
望
者
は
保
健
セ

ン
タ
ー
に
予
約
を
お
願
い
し
ま

す
。

子育てのアドバイスを行います（３歳児健診）

○今月のおしゃべり広場は、７日（水）・27日（火）の午前９時から正午です。

受
　
付
＝
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分

保健衛生推進員の保健衛生推進員の
活動報告活動報告

健康コーナー

このページの問い合わせ　保健センター 32ｰ6800

愛の献血が年３回保健センターで実施されていま

す。私たち推進員は、鉄分たっぷりメニューとして

調理したものを、献血にご協力いただいた人に試食

していただいています。12月の献血はあいにくの天

候でしたが、冷たい雨の中たくさんの人にご協力い

ただきありがとうございました。

今回は「プルーンきなこあめ」と「ひじきのケチ

ャップ煮」を作り配布しました。私たちの作ったも

のが少しでもみなさんへの感謝の気持ちとして届け

ばとの思いです。

今月は３人の推進員を紹介します。

小泉北部　　 原・小泉南部　　　高塚・獺台

齋藤菊枝　　　 古山昌子　　　 細谷真由美

子
育
て
を
し
て
い
る
中
で
、
し

つ
け
と
虐
待
の
ち
が
い
に
、
悩
ん

で
い
る
人
も
い
る
よ
う
で
す
。
そ

こ
で
、
楽
し
い
子
育
て
が
で
き
る

よ
う
に
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

子
育
て
講
演
会

◇
と
　
き

１
月
22
日
（
木
）
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

◇
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

◇
内
　
容
　
し
つ
け
と
虐
待
の
ち

が
い
　
講
師
　
子
ど
も
の
虐
待

防
止
セ
ン
タ
ー
専
任
相
談
員

◇
締
め
切
り

１
月
15
日
（
木
）

◇
申
し
込
み

保
健
セ
ン
タ
ー
窓

口
か
電
話
で
申
し
込
む

（
32
）
６
８
０
０

な
お
、
保
育
の
必
要
な
人
は
予

約
制
（
定
員
有
・
先
着
順
）
に
な

り
ま
す
の
で
申
し
込
み
の
際
に
必

ず
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

15

保健師だより

今日からはじめてみませんか？

「「健口健口
け ん こ うけ ん こ う

体操体操」」
今月の担当は川島です

家
族
や
友
人
と
話
を
し
た
り
、

食
事
を
お
い
し
く
食
べ
る
楽
し
み

は
、
毎
日
の
生
活
を
う
る
お
わ
せ

て
く
れ
ま
す
。

し
か
し
年
を
重
ね
る
と
、
だ
ん

だ
ん
顔
や
口
の
周
り
の
筋
肉
が
鈍

く
な
っ
た
り
、
唾
液
が
出
に
く
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
、
表
情
が
う
ま
く
あ
ら
わ
せ

な
く
な
っ
た
り
、
食
べ
物
を
う
ま

く
飲
み
込
め
ず
食
べ
物
が
口
の
中

に
残
っ
て
し
ま
い
、
に
お
い
が
気

に
な
る
と
い
っ
た
悩
み
を
持
つ
人

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
悩
み
を
解
決
す
る
為
に
、

顔
や
口
の
筋
肉
の
お
と
ろ
え
を
感

じ
た
ら
、
今
日
か
ら
さ
っ
そ
く

「
健
口
体
操
」
を
は
じ
め
て
み
て
く

だ
さ
い
。

「
健
口
体
操
」
は
顔
面
体
操
・

舌
体
操
・
だ
液
腺
マ
ッ
サ
ー
ジ
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
体
操
は
、
顔
や

舌
の
筋
肉
・
神
経
を
刺
激
し
鈍
く

な
っ
た
口
や
舌
の
動
き
を
滑
ら
か

に
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

●
目
覚
め
す
っ
き
り

明
る
い
笑
顔
「
顔
面
体
操
」

く
ち
び
る
、
ほ
ほ
な
ど
顔
の
筋

肉
を
動
か
す
こ
と
で
脳
に
程
よ
い

刺
激
が
伝
わ
り
筋
肉
や
神
経
を
目

覚
め
さ
せ
て
表
情
を
豊
か
に
し
ま

す
。
朝
、
洗
顔
後
に
す
る
こ
と
を

●
い
つ
も
の
味
が
ひ
と
味
違
い
ま
す

「
だ
液
腺
マ
ッ
サ
ー
ジ
」

だ
液
腺
（
耳
下
腺
・
顎
下
腺
・

舌
下
腺
）
へ
の
刺
激
で
、
さ
ら
に

だ
液
が
た
く
さ
ん
出
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
口
の
乾
燥
が
お
さ
ま
り
、

口
内
炎
な
ど
が
治
り
や
す
く
な
り

ま
す
。

●
お
口
う
る
お
い

楽
し
い
会
話
「
舌
体
操
」

舌
の
動
き
や
働
き
が
よ
く
な
り
、

こ
と
ば
を
は
っ
き
り
発
音
す
る
の

に
役
立
ち
ま
す
。
ま
た
、
唾
液
が

出
や
す
く
な
る
の
で
口
の
中
が
乾

燥
し
に
く
く
な
り
、
食
べ
物
も
残

ら
な
い
よ
う
に
な
り
ま
す
。
口
を

閉
じ
て
お
こ
な
う
舌
体
操
は
、
く

ち
び
る
、
ほ
ほ
、
あ
ご
の
動
き
も

整
え
ま
す
。

食
前
に
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

舌
で
食
べ
物
を
ま
と
め
る
働
き
が

お
勧
め
し
ま
す
。
気
分
よ
く
す
っ

き
り
目
覚
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●はじめに十分息をす
い唇を横にひき、ほ
おを上げしっかり目
を閉じる。

●口と目をおもい
きり開ける。

１

口を開けて行う舌体操口を閉じて行う舌体操

３ ２ １ ３ ２

１３ ２

高
ま
り
誤
っ
て
食
べ
物
が
気
管
に

入
る
こ
と
を
防
ぎ
ま
す
。

●それぞれ10秒間行った後一気に力を抜きリラックス。
これを３回くり返す。

●口をしっかり閉じ
てアップップでほ
おをふくらませ左
右に口を動かす。

※それぞれ５回ずつ

●舌をできるだけ前に出して
左右に動かす。
●口のまわりをなめるように舌
を左右かわるがわるにまわす。

●舌を出して、鼻
の頭やあごをな
めるように上と
下に動かす。

●舌をおもいき
りだしたりひっ
こめたりする。

●舌で左右のほお
を押す。
●舌を左右かわる
がわるまわす。

●舌で下くち
びるを押す。

●舌で上くち
びるを押す。

舌下腺への刺激
●両手の親指をそろ
え、顎の真下から
舌を突き上げるよ
うに、ゆっくりぐ
っと押す。（10回）

●位置を確認してからは
じめましょう。
●２～３回くり返します。

顎下腺

耳下腺

１２３

舌下腺

耳下腺への刺激
●人さし指から小指ま
でをほおにあて、上
の奥歯のあたりを後
ろから前へ向かって
回す。（10回）

顎下腺への
刺激

●親指を顎の骨の内側のや
わらかい部分にあて耳の下
から顎の下まで５カ所くら
いを順番に押す。（各５回）
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す
こ
や
か
な
成
長
を

子
の
名
　

親

地
　
区

植
草
　
幸
樹

茂
樹
　
信
　
友

斉
藤
　
優
奈

孝
行
　
　
驚

白
鳥

光

亮

七
井
土

副
島
　
あ
こ

圭

岩
　
沼

高
仲
　
大
輔

邦
広
　
七
井
土

長
谷
川
凱
麻

義
浩
　
金
　
田

仲
井
　
羅
衣

琢
磨
　
信
　
友

藤
城
暖
海
流

和
男
　
信
　
友

松
本
　
逸
暖

航

入
山
津

吉
野
　
心
優

孝
男
　
信
　
友

出
生
・
死
亡
（
11
月
受
付
）

ただ今夢中！（８）

今
月
は
長
生
誠
心
会
（
弓
道
ク

ラ
ブ
）
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し

た
。毎

週
火
、
木
曜
日
（
午
後
７
時

〜
９
時
）
土
曜
日
（
午
後
１
時
〜

３
時
）
日
曜
日
（
午
前
９
時
〜
正

午
）
村
の
弓
道
場
で
稽
古
し
て
い

ま
す
。

「
弓
道
は
身
体
に
偏
っ
た
負
担

を
与
え
ず
、
全
身
の
筋
肉
・
関
節

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
鍛
え
て
く
れ
ま

す
」
と
代
表
の
高
山
俊
光
さ
ん
。

誠
心
会
は

平
成
５
年
に

発
足
し
、
現

在
会
員
は
男

性
15
人
、
女

性
12
人
の
27

人
で
す
。

今
ま
で
24
人
の
有
段
者
を
輩
出

し
、
中
学
２
年
生
の
女
性
か
ら
今

年
78
歳
に
な
る
男
性
と
年
齢
層
も

幅
広
く
一
人
ひ
と
り
が
目
的
意
識

を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

講
師
の
横
山
勇
さ
ん
は
「
弓
道

の
修
練
は
体
育
や
健
康
ば
か
り
で

な
く
、
心
身
共
に
日
常
生
活
に
つ

な
が
り
人
生
を
よ
り
高
く
心
豊
か

に
す
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
」
と
弓
道

に
つ
い
て
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。

会
員
の
み
な
さ
ん
、
背
筋
が
伸

び
て
い
て
年
齢
よ
り
若
く
活
き
活

き
し
て
い
ま
す
。

誠
心
会
で
は
新
し
い
仲
間
を
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
稽
古
を

の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

長生誠心会（弓道クラブ）

まんがで選挙を考える

あいさつ状の禁止
木本　真理
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取　材
番外編

広報

人口と世帯

■人口

男　7,406人(+  1)

女　7,494人(+13)

計 14,900人(+14)

■世帯数

5,046戸 (+  6)

12月１日現在・（ ）内は先月比

写真写真
ささししああげげまますす
広報に掲載した写真
さしあげます
◇総務課広報広聴係

32ｰ2111

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

亡
く
な
っ
た
人

年
齢
　
地
　
区

板
倉
　
三
雄
　
49
歳
　
竜
宮
台

田
中

隆

86
歳
　
下
　
村

細
谷
　
な
つ
　
100
歳
　
宮
ノ
台

若
松
　
正
文
　
56
歳
　
七
井
土

木
藤
　
静
枝
　
84
歳
　
　
驚

小
松

登

86
歳
　
七
井
土

諸
岡
　
太
郎
　
91
歳
　
高
谷
原

こ
の
欄
へ
掲
載
を
望
ま
な
い
人
は
、
届

出
時
に
窓
口
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

まだ歩けないけど

お父さんも
がんばって

八積保育所つぼみ組による手

遊びの発表です。発表会当日一

番の盛り上がりでした。

普段の料理は奥さんまかせか

も知れませんが、このときばか

りは大活躍です。

僕僕僕僕 のののの 夢夢夢夢
私私私私 のののの 夢夢夢夢

私の夢は、おもちゃ屋さんの店員に

なることです。７才ぐらいにおもちゃ

屋さんの店員になりたいと思いました。

なぜおもちゃ屋の店員かというと、子

供の笑顔が見たいと思ったからです。

三ツ廣　莉奈さん

八　積　小

５　年

僕の夢は金もちになる事です。いい

会社のいい社長になって、とくいさき

といい関係をつくってどんどんお金を

かせぎたいです。そのお金を社会にや

くだつように使いたいと思います。

中村　慎吾くん

一　松　小

５　年
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小

林

正

則

？
図書券が当たるよ図書券が当たるよ
クイズなんでも ちょうせいちょうせい
問　題
尼ヶ台総合公園が完成したのはいつ？

１、平成２年　２、平成10年　３、平成12年

◇応募方法 はがきに答えの番号、広報ちょ

うせいに対する意見を記入して応募してく

ださい。

◇応募先 〒299ｰ4394 長生村本郷１ー７７

長生村役場総務課広報広聴係

◇締め切り １月15日

◇賞　品 抽選で３人に、図書券を差し上げ

ます。

◇先月の答え ３、太陽くん

◇当選者　糸賀麻咲子さん、田中いずみさん
磯崎美保さん

村の
歴史⑦

人人人人シリーズ

「
ゴ
ル
フ
は
楽
し
む
こ
と
が

前
提
で
す
よ
」
と
笑
顔
で
話
し

て
く
れ
た
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
小

林
正
則
さ
ん
（
市
ヶ
谷
）
は
小

学
校
５
年
生
の
時
に
叔
父
さ
ん

の
影
響
で
ゴ
ル
フ
を
は
じ
め
た

そ
う
で
す
。

高
校
・
大
学
と
ゴ
ル
フ
部
に

所
属
し
、
平
成
10
年
に
プ
ロ
ラ

イ
セ
ン
ス
取
得
し
、
11
年
に
プ

ロ
デ
ビ
ュ
ー
、
14
年
に
初
め
て

シ
ー
ド
権
を
獲
得
し
昨
年
も
シ

ー
ド
選
手
と
し
て
活
躍
し
ま
し

た
。い

つ
ご
ろ
か
ら
プ
ロ
を
意
識

し
ま
し
た
と
の
質
問
に
「
ゴ
ル

フ
を
は
じ
め
た
こ
ろ
は
と
て
も

意
識
し
ま
し
た
。
高
校
・
大
学

と
進
む
う
ち
に
自
分
に
は
無
理

で
は
な
い
か
と
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
」
が
、
や
は
り
大
学

を
卒
業
目
前
に
「
自
分
に
は
ゴ

ル
フ
し
か
な
い
」
と
決
意
し
単

独
で
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
そ
う

で
す
。

４
カ
月
間
ガ
ム
シ
ャ
ラ
に
練

習
を
し
て
、
３
週
間
に
２
回
位

の
ペ
ー
ス
で
ミ
ニ
ツ
ア
ー
に
参

加
し
た
こ
と
が
、
小
林
さ
ん
の

プ
ロ
と
し
て
の
基
盤
に
な
っ
て

い
ま
す
。

「
あ
の
と
き
程
練
習
を
し
た

記
憶
が
な
い
し
、
こ
れ
で
プ
ロ

に
な
れ
な
い
訳
が
な
い
」
と
、
プ

ロ
テ
ス
ト
に
臨
ん
だ
そ
う
で
す
。

「
そ
れ
か
ら
強
い
意
志
を
も

っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
れ
ば
夢
は

叶
う
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
」

と
信
念
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

こばやし・まさのり　昭和51年２月
14日　市ヶ谷生まれ。

小学校５年生からゴルフをはじめ、

日本大学卒業後、平成10年プロライ

センス取得。

平成14年からシ－ド選手となり現

在国内トーナメントで活躍中。

夢
は
マ
ス
タ
ー
ズ
出
場
！

さ
ん

今
回
は
平
成
元
年
か
ら
平
成

４
年
ご
ろ
の
歴
史
で
す
。

十
代
目
村
長
市
原
良
夫
氏
の

も
と
、
平
成
元
年
３
月
、
21
世

紀
に
向
け
た
村
づ
く
り
の
指
針

と
し
て
「
長
生
ふ
る
さ
と
プ
ラ

ン
21
第
三
次
長
生
村
総
合
計
画
」

が
、
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
計
画
で
は
村
の
産
業
、

経
済
、
村
民
生
活
全
般
に
つ
い

て
の
行
政
施
策
が
体
系
的
に
示

さ
れ
て
お
り
、
平
成
12
年
ま
で

こ
の
計
画
に
沿
っ
た
村
づ
く
り

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
計
画
を
基
に
平
成
２
年

に
完
成
し
た
「
尼
ヶ
台
総
合
公

園
」
は
村
づ
く
り
に
お
け
る
一

大
事
業
で
あ
り
ま
し
た
。
現
在

で
は
村
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
拠

点
と
し
て
体
育
祭
の
会
場
、
そ

の
ほ
か
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
憩

い
の
場
と
し
て
多
く
の
地
域
住

（
平
成
元
年
〜
４
年
）

第
三
次
長
期
計
画
策
定

平
成
が
ス
タ
ー
ト
！
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ジ
ュ
ニ
ア
講
習
会
で
の
小
林
さ
ん

何
年
か
後
に
ア
メ
リ
カ
の
大
会

で
優
勝
し
て
マ
ス
タ
ー
ズ
に
出

場
し
た
い
」
と
力
強
答
え
て
く

れ
ま
し
た
。

作ってみよう！

今月の
ケーキ

講師の樫崎さん

オ　セ　ロオ　セ　ロ
●材　料
スポンジ
・薄力粉・・・・・・・・70ｇ

・ココア・・・・・・・・大３

・砂糖・・・・・・・・・80ｇ

・卵・・・・・・・・・・３個

・牛乳・・・・・・・・・大２

クリーム
・生クリーム・・・・・・250ｍｌ

・砂糖・・・・・・・・・適宜

・バニラエッセンス・・・少々

☆型に使うステンレスのボールには薄くバター（油）を塗り、粉を

はたく。冷蔵庫で冷やしておく。

☆Ａはあわせて２回ふるっておく。

●作り方
①ボールに卵を割り入れ軽く混ぜる。砂糖を加え泡だてる。白っぽ

くもったりして、持ち上げるとリボン状に落ちるまで泡だてる。

②ふるった粉をもう一度ふるいながら加え、ゴムベラで底から大き

く返すようにして混ぜ合わせる。粉気がなくなったら、牛乳を回

し入れ練らないように混ぜ合わせる。

③ボールに流し入れ170℃で40分ほど焼く。焼きあがったら網など

の上にボールごとひっくり返して冷ます。

④生クリームと砂糖を別のボールでホイップする。バニラエッセン

スも加える。

⑤冷めたスポンジを４枚にスライスし間にクリームをはさむ。全体

にも薄く塗っておく。残りのクリームを絞り袋に入れ、下の方か

らぐるりと点々にトップまで絞っていく。

○スポンジの焼き時間はオーブンによって違います。真ん中をさっ

と押さえて弾力があれば焼けています。

☆作り方に関する問い合わせは、樫崎麻由美さんまで

32-5123

日
本
の
ゴ
ル
フ
環
境
に
つ
い

て
「
日
本
は
ゴ
ル
フ
場
は
多
い

が
、
お
金
の
か
か
る
ス
ポ
ー
ツ

な
の
で
大
人
に
な
っ
て
か
ら
で

な
い
と
プ
レ
ー
を
す
る
の
は
難

し
い
。
ア
メ
リ
カ
で
は
子
ど
も

に
低
料
金
で
練
習
場
を
開
放
し

た
り
し
て
、
お
金
を
あ
ま
り
か

け
ず
に
プ
レ
ー
で
き
る
環
境
が

あ
る
。
日
本
も
見
習
わ
な
け
れ

ば
い
け
な
い
」
と
真
剣
な
面
持

ち
で
子
ど
も
た
ち
へ
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
の
必
要
性
を
話
す
小
林

さ
ん
。

自
分
の
好
き
な
こ
と
が
職
業

と
な
る
人
は
ご
く
一
部
の
人
に

限
ら
れ
ま
す
ね
と
の
質
問
に

「
本
当
に
素
晴
ら
し
い
事
だ
と

思
い
ま
す
。
た
だ
、
調
子
が
悪

い
と
き
な
ど
は
ク
ラ
ブ
に
触
る

こ
と
す
ら
嫌
な
時
が
あ
り
ま
す

が
、
気
分
転
換
が
早
い
ほ
う
な

の
で
。
あ
と
、
自
分
が
納
得
す

る
ま
で
練
習
す
る
と
か
温
泉
に

出
か
け
た
り
し
て
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
維
持
し
て
い
ま
す
」
と

明
る
い
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
の
目
標
・
夢
は

「
国
内
で
ま
ず
１
勝
、
そ
し
て

民
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
元
年
に
高
根
小
学
校
の

新
校
舎
が
完
成
し
、
平
成
２
年

に
防
災
行
政
無
線
の
運
用
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。
同
年
住
民
記

録
即
時
処
理
シ
ス
テ
ム
も
導
入

さ
れ
、
役
場
窓
口
の
ス
ピ
ー
ド

化
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

平
成
３
年
に
は
弓
道
場
や
高

根
保
育
所
新
保
育
舎
も
完
成
し
、

平
成
４
年
に
は
特
定
環
境
保
全

公
共
下
水
道
事
業
の
認
可
を
取

得
し
ま
し
た
。

好
景
気
の
後
押
し
も
あ
り
村

は
着
々
と
施
設
整
備
が
進
み
ま

し
た
。

世
間
で
は
バ
ブ
ル
経
済
や
土

地
神
話
な
ど
の
言
葉
が
生
ま
れ

日
本
の
経
済
好
調
期
で
あ
り
ま

し
た
。

尼ヶ台総合公園完成（平成２年）

Ａ
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中中中中央央央央公公公公民民民民館館館館
ココココーーーーナナナナーーーー

長生村体育館　32ｰ1144 尼ヶ台総合公園　32ｰ0997

１
日
・
２

日
・
３
日
・
４

日
・
５
日
・
19
日

は
体
育
館
・
武
道

館
・
弓
道
場
・
薮

塚
球
技
場
は
、
休

館
（
休
場
）
で
す
。

ま
た
１
日
・

２
日
・
３
日
・
４

日
は
尼
ヶ
台
総
合

公
園
有
料
施
設
は

休
場
で
す
。

体育施
設の休

館日

気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い

◇
開
設
日

10
日
（
土
）
・

17
日
（
土
）
・
31
日
（
土
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時

ま
で

◇
と
こ
ろ

中
央
公
民
館

２
階
相
談
室

※
電
話
で
の
相
談
に
も
応

じ
ま
す
。

（
32
）
４
０
６
７

体 の設施育 休
館

日

庭
教
育

相
談

家家庭教
育相談

村
で
は
、
新
成
人
の
門
出
を
祝
う

式
典
を
１
月
11
日
（
日
）
に
文
化
会

館
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
す
。

対
象
者
は
、
昭
和
58
年
４
月
２
日

か
ら
昭
和
59
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
で
す
。

村
内
の
小
中
学
校
に
在
籍
し
、
そ

の
後
転
出
し
た
人
や
結
婚
、
仕
事
な

ど
で
新
し
く
長
生
村
の
住
民
に
な
っ

た
人
も
参
加
で
き
ま
す
。
案
内
状
は

お
送
り
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
届
い
て

い
な
い
人
は
、
生
涯
学
習
課
ま
で
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
ご
家
族
も
式
典
を

生
歩
こ
う
会

１
月
の
例
会
案
内

長長長長
１
月
は
、
新
年
の
家
族
の
健
康
と

幸
運
を
願
い
川
越
七
福
神
め
ぐ
り
を

行
い
ま
す
。

川
越
市
は
都
心
か
ら
一
番
近
い
城

下
町
、
ま
た
重
厚
で
黒
塗
り
の
蔵
の

町
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
味
覚

と
し
て
は
芋
煎
餅
、
芋
納
豆
、
芋
そ

う
め
ん
な
ど
が
あ
り
芋
づ
く
し
で
す
。

◇
と
　
き

１
月
17
日
（
土
）
茂
原

午
前
７
時
７
分
発
、
京
葉
線
東
京

行
き
新
木
場
乗
換
え
　
ホ
リ
デ
ー

パ
ス
利
用
（
２
、
３
０
０
円
）

◇
コ
ー
ス

Ｊ
Ｒ
川
越
駅→

妙
善
寺

→

天
然
寺→

喜
多
院→

成
田
別

院→

蓮
聲
寺→

時
の
鐘→

見

立
寺→

妙
昌
寺→

Ｊ
Ｒ
川
越
駅

（
約
５
・
５
km
）

◇
対
　
象

村
民

◇
参
加
費

会
員
以
外
２
０
０
円

（
保
険
代
と
し
て
）

※
ケ
ガ
な
ど
の
場
合
は
保
険
の
範
囲

内
で
対
応
い
た
し
ま
す
。

◇
持
ち
物

お
弁
当
・
雨
具
・
保
険
証

◇
問
い
合
わ
せ

岩
永

（
32
）
５
８
３
０

成
人
を

祝
う
式
典
開
催

新新新新

初
級
者
を
対
象
と
し
た
パ
ソ
コ
ン

教
室
を
、
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

今
回
は
、
ロ
ー
マ
字
入
力
に
よ
る

文
書
の
作
成
が
で
き
る
人
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

コ
ー
ス
は
１
コ
ー
ス
の
み
で
す
。

◇
と
　
き

１
月
17
日
（
土
）
・
24
日
（
土
）

２
月
７
日
（
土
）
・
14
日
（
土
）

21
日
（
土
）
・
28
日
（
土
）

３
月
６
日
（
土
）
・
13
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

◇
と
こ
ろ

中
央
公
民
館

◇
内
　
容

ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
な

ど
の
活
用
法

◇
対
象
者

中
学
生
以
上
の
村
民

◇
募
集
人
員

20
人

◇
受
講
料

無
料
で
す
が
テ
キ
ス
ト

代
が
２
、
０
０
０
円
か
か
り
ま
す

◇
申
し
込
み

１
月
10
日
（
土
）
か
ら

中
央
公
民
館
窓
口
（
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
）
に
直
接
申
し
込
む

※
先
着
順
で
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。
電
話
で
の
申
し
込
み
は

級
パ
ソ
コ
ン

教
室
を
開
催

初初初初 見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
来
館
く
だ
さ
い
。

◇
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課

（
32
）
５
１
０
０

受
け
ま
せ
ん
。

◇
問
い
合
わ
せ

中
央
公
民
館

（
32
）
３
７
７
０

昨年の成人式から
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二
月
の
句
抄

俳
句
ク
ラ
ブ

ネ
ッ
ク
レ
ス
似
合
ふ
卆
寿
や
冬
の
菊

久
我
　
久
子

卆
寿
の
先
輩
、
溌
剌
と
上
品
と
を
兼
ね
備
え
て
毎
日
を
過
ご
し

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
ネ
ッ
ク
レ
ス
が
と
て
も
良
く
似
合
っ
て
…
。

多
忙
と
は
云
え
ぬ
電
話
や
日
の
短

三
枝
　
幸
枝

先
日
友
人
か
ら
電
話
が
あ
っ
て
、
忙
が
し
く
て
一
寸
だ
け
用
件

だ
け
ね
と
云
っ
た
の
に
延
々
と
話
が
つ
づ
き
私
用
で
出
か
け
る

の
。
と
云
え
な
か
っ
た
。

婚
儀
了
へ
宴
も
酣
小
春
な
る

河
野
　
富
子

待
ち
に
待
っ
た
孫
の
結
婚
の
日
お
だ
や
か
な
小
春
日
に
恵
ま
れ

何
よ
り
と
喜
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す

暮
れ
の
街
泣
く
な
と
歌
ふ
サ
ン
タ
い
て

井
上
　
道
子

泣
き
た
い
こ
と
ば
か
り
の
昨
今
で
す
が
体
を
く
ね
ら
せ
て
歌
う

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
人
形
に
す
こ
し
心
が
な
ご
み
ま
し
た
。

連
れ
だ
ち
て
橋
の
な
か
ば
の
渓
紅
葉

市
原
　
正
子

旧
友
と
旅
を
し
た
折
の
光
景
で
す
。
橋
の
上
か
ら
見
下
ろ
す
紅

葉
が
と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。

巣
立
つ
子
に
母
の
活
け
た
る
石
蕗
の
花

刈
込
　
照
子

子
が
巣
立
つ
時
何
年
前
？
石
蕗
の
花
を
活
け
ま
し
た
。
そ
の
時

の
緑
の
美
し
さ
が
今
も
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

生涯学習課　32ｰ5100 中央公民館　32ｰ3770

篆
刻
（
印
づ
く
り
）
教
室
で
消
し

ゴ
ム
に
名
前
や
、
め
で
た
い
字
を
彫

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

基
礎
さ
え
わ
か
れ
ば
誰
で
も
簡
単

に
彫
る
こ
と
が
で
き
、
一
生
涯
楽
し

め
ま
す
。

◇
と
　
き

１
月
17
日
（
土
）
・
24
日
（
土
）

２
月
７
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

◇
と
こ
ろ

中
央
公
民
館

◇
参
加
費

２
１
０
円
（
消
し
ゴ
ム
、

カ
ッ
タ
ー
代
）
申
し
込
み
時
に
集
金

◇
講
　
師

和
田
清
風
氏
・
江
澤
真
風
氏

◇
申
し
込
み

１
月
７
日(

水)

〜
15
日

（
木
）
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

に
（
13
、
14
日
は
休
館
日
）
中
央

公
民
館
窓
口
へ
申
し
込
む
。
電
話

で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん

◇
問
い
合
わ
せ

中
央
公
民
館

（
32
）
３
７
７
０

づ
く
り
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

印印印印

キ
ー
教
室
の

参
加
者
を
募
集

スススス
生
涯
学
習
課
で
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

ス
キ
ー
教
室
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。
白
銀
の
中
で
家
族
の
き
ず
な

を
深
め
ま
せ
ん
か
。

◇
と
　
き

２
月
20
日
（
金
）
夜
か
ら

22
日
（
日
）

◇
と
こ
ろ

長
野
県
真
田
町
「
菅
平

高
原
ス
キ
ー
場
」

◇
募
集
人
員

40
人
（
小
中
学
生
と

そ
の
家
族
ま
た
は
家
族
単
位
で
申
し

込
み
で
き
る
人
）

◇
参
加
費

大
人
１
８
、
０
０
０
円

子
ど
も
１
６
、
０
０
０
円
（
リ
フ

ト
代
、
レ
ン
タ
ル
ス
キ
ー
、
ス
キ
ー

ウ
エ
ア
代
は
別
途
と
な
り
ま
す
）

◇
申
し
込
み

家
族
単
位
で
代
表
者
が

文
化
会
館
に
来
館
の
う
え
生
涯
学

習
課
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

◇
締
め
切
り

１
月
22
日
（
木
）
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

※
申
し
込
み
人
員
が
20
人
に
満
た
な

い
場
合
は
中
止
と
し
ま
す
。

みなさんの参加をお待ちしています
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日 月 火 水 木 金 土

文化会館・公民館の休館日 

1月 2月 

休 館 日 

文文文文化化化化会会会会館館館館
ココココーーーーナナナナーーーー

長
生
村
文
化
会
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
が
で
き
ま
し
た
。「
蔵
書
検
索
」

を
使
っ
て
ご
自
宅
で
も
、
欲
し
い
本

が
文
化
会
館
図
書
室
に
あ
る
か
調
べ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

会
館
の
利
用
案
内
や
ホ
ー
ル
の
イ

ベ
ン
ト
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
な
ど
の

案
内
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
文
化
会
館
図
書
室
に
も
新

た
に
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
の
端
末
が
入

り
ま
し
た
。
触
れ
る
だ
け
で
図
書
の

文化会館　　32ｰ5100

25
回
長
生
村

演
芸
ま
つ
り

第第第第
各
自
治
会
の
代
表
者
に
よ
る
演
芸

発
表
を
開
催
し
ま
す
。

◇
と
　
き

２
月
11
日
（
水
）
建
国

記
念
の
日
　
午
前
９
時
か
ら

◇
入
場
料

無
料

◇
主
　
催

長
生
村

◇
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課

（
32
）
５
１
０
０

ホホホホ
ーーーー
ルルルル
のののの

イイイイ
ベベベベ
ンンンン
トトトト

ププププ
ララララ
ネネネネ
タタタタ

リリリリ
ウウウウ
ムムムム

火 木 土 日 祝
日 

午
後
３
時 

午
後
１
時
30
分 

  

〃  

３
時
30
分 

 ◇上映時間◇

入りました

駿くん殺人事件、

12歳少年の犯罪心理

大沼　孝次

祇園の教訓　　　　　岩崎　峰子

がんと一緒にゆっくりと

絵門　ゆう子

和の離乳食　　　　　野崎　洋光

自家採種ハンドブック

ミシェル・ファントン

子どもに英語でこたえなさい

戸張　郁子

防風林　　　　　　永井　するみ

リクエ トス 本 が

◇
「
冬
の
星
座
」

◇
「
地
平
線
を
越
え
て
〜
南
十
字
の

輝
く
空
〜
」

○
ス
ト
ー
リ
ー

南
半
球
あ
こ
が
れ
の
地
、
オ
ー
ス

ネネネネ
ッッッッ
トトトト
でででで
図図図図
書書書書

検検検検
索索索索
でででで
きききき
まままま
すすすす

ト
ラ
リ
ア
。
な
か
で
も
ロ
マ
ン
チ
ッ

ク
な
港
町
シ
ド
ニ
ー
や
、
世
界
最
大

の
１
枚
岩
「
エ
ア
ー
ズ
ロ
ッ
ク
」
の

人
気
は
高
く
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
目

玉
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
番
組
で
は
そ
れ
ら
の
土
地
を

舞
台
に
、
南
半
球
の
太
陽
の
動
き
や
、

日
本
か
ら
見
る
こ
と
の
出
来
な
い
星

座
達
を
紹
介
し
ま
す
。

◇
入
場
料

村
民
・
小
学
生
　
　
　
無
料

中
学
生
　
　
　
　
　
　
１
０
０
円

大
　
人
　
　
　
　
　
　
２
０
０
円

検
索
が
簡
単
に
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

◇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
t
t
p
:/
/
w
w
w
.c
h
o
s
e
i-

b
u
n
kah
all.jp

※
冬
番
組
は
２
月
29
日
（
日
）
ま
で

上
映
し
ま
す
。

スムーズに図書検索ができます

23

今今今今
月月月月
のののの
一一一一
冊冊冊冊

今 月 の 新 刊

タイトル名　　　　　　　　　　　　　　　著者名
虹果て村の秘密　　　　　　　　　　有栖川　有栖

強奪箱根駅伝　　　　　　　　　　　　安東　能明

ねむりねこ　　　　　　　　　　　　　伊集院　静

クレオパトラの夢　　　　　　　　　　恩田　　陸

杖下に死す　　　　　　　　　　　　　北方　謙三

瑠璃の海　　　　　　　　　　　　　小池　真理子

忌中　　　　　　　　　　　　　　　　車谷　長吉

送り火　　　　　　　　　　　　　　　重松　　清

月の見える窓　　　　　　　　　　　　新野　剛志

ヘル　　　　　　　　　　　　　　　　筒井　康隆

いまこの瞬間愛しているということ 辻　　仁成

レオナルドのユダ　　　　　　　　　　服部まゆみ

千里眼の死角　　　　　　　　　　　　松岡　圭祐

辰巳屋疑獄　　　　　　　　　　　　松井　今朝子

銀の兜の夜　　　　　　　　　　　　　丸山　健二

千年の黙　　　　　　　　　　　　　　森谷　明子

炎の条件　　　　　　　　　　　　　　森村　誠一

仇花　　　　　　　　　　　　　　　　諸田　玲子

誰か　　　　　　　　　　　　　　　宮部　みゆき

植木鉢の土　　　　　　　　　　　　　水上　　勉

ワシントンハイツの旋風（かぜ） 山本　一力

草笛の音次郎　　　　　　　　　　　　山本　一力

タイトル名　　　　　　　　　　　　　　　著者名
100万回の言い訳　　　　　　　　　　唯川　　恵

影踏み　　　　　　　　　　　　　　　横山　秀夫

東京湾景　　　　　　　　　　　　　　吉田　修一

道路の権力　　　　　　　　　　　　　猪瀬　直樹

構造改革と日本経済　　　　　　　　　吉川　　洋

まさか！のときの生き残り塾　　　　　進士　　徹

薫へ　　　　　　　　　　　　　　　　蓮池　秀量

便秘・下痢　　　　　　　　　　　　山口　トキコ

ソーイング　　　　　　　　　　　　クライ・ムキ

カードは手作りが楽しい！　　　　　井上　由季子

伝統工芸袋物教室　　　　　　　　　　大野　一郎

手作りキャンドルの本　　　　　　　　横島　憲夫

オリガミpackageBOOK 小林　一夫

有元家のおせち25品 有元　葉子

さくさくクッキー　　　　　　　　　　津田　陽子

さすが電子レンジ！料理大全集　　　　村上　祥子

草もの・木ものすてきなミニ盆栽　　　伊達　けい

今日から始める短歌入門　　　　　　池田　はるみ

野菜とくだものの

アルファベット図鑑 ロイス・エイラト

お化粧大研究　　　　　　　　　　　石田　かおり

モスクワ劇場占拠事件 タチアーナ・ポポーヴァ

手
話
を
用
い
る
人
々
が
、
何
世
代
に
も
わ
た

っ
て
受
け
継
ぎ
、
豊
か
に
し
て
き
た
「
ろ
う
文

化
」。
本
書
は
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー

ズ
や
最
新
言
語
学
の
成
果
も
取
り
込
ん
で
い

る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
手
話
を
学
ぶ
際
の
必
須
文

献
と
し
て
、
教
科
書
に
も
な
っ
て
い
る
本
。

「ろう文化」案内
キャロル・パッデン
トム・ハンフリーズ

シンプル家事
篠原　直子環

境
に
も
体
に
も
優
し
い
安
心
で
手
軽
な
素

材
を
使
っ
た
掃
除
と
洗
濯
法
を
紹
介
。
汚
れ
を

落
と
し
て
綺
麗
に
す
る
こ
と
が
楽
し
く
な
る
よ

う
な
シ
ン
プ
ル
で
安
全
、
目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
方

法
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。



総　務　課　32ｰ2111 健康福祉課　32ｰ2112 税　務　課　32ｰ2113 産　業　課　32ｰ2114 住　民　課　　　　32ｰ2115

建　設　課　32ｰ2116 教育委員会　32ｰ2117 都市計画課　32ｰ2493 下水環境課　32ｰ2494 総合福祉センター　32ｰ3391

収 入 役 室 32ｰ4741 農業委員会　32ｰ4742 企画財政課　32ｰ4743 議会事務局　32ｰ4744 保健センター　　　32ｰ6800
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夜夜夜夜 間間間間 急急急急 病病病病 診診診診 療療療療 所所所所 日日日日 曜曜曜曜 祭祭祭祭 日日日日 当当当当 番番番番 医医医医

診療科目　内科・小児科　診療時間午後８時～午後11時

消防署裏　　　24ｰ1010

夜間急病診療テレフォン案内

24ｰ1011 午後７時～翌午前６時まで

診療時間

午前9時～午後5時

省エネについて
考えてみませんか

「千葉県・ものを大切にする運

動千葉県推進会議」では、県民が

広く省資源・省エネルギーについ

ての意義を再確認し、またいっそ

うの定着とその実践を図るため

「省エネルギー運動千葉県推進大

会」を行います。

◇と　き ２月５日（木）午後１

時30分～３時30分（午後零時

30分開場）

登録申請を
お忘れなく

今月は県県県県 村村村村 民民民民 税税税税 ・・・・
国国国国 保保保保 税税税税 ・・・・
介介介介 護護護護 保保保保 険険険険 料料料料

の納付月です

月・日 一宮地区 茂原地区内科系 茂原地区外科系

1・1
鈴木医院 東部台医院 長生病院
42ｰ3111 22ｰ2455 34ｰ2121

1・2
岡田眼科医院 粒良医院 高田整形外科医院
42ｰ3529 25ｰ8580 22ｰ0111

1・3
津谷クリニック にしざわ内科 宍倉病院
32ｰ5645 20ｰ3777 24ｰ2171

1・4
清水医院 宮本内科医院 森川病院
42ｰ2950 22ｰ3770 25ｰ2510

1・11
長生診療所 聖光会病院 君塚病院
32ｰ3303 35ｰ5151 25ｰ1811

1・12
内山医院 ポプラクリニック 鎗田整形外科医院
42ｰ2062 23ｰ3111 24ｰ8686

1・18
長生八積医院 渡辺医院 菅原病院

32-3282 27-7733 25-1171

1・25
よねもと整形外科 鵜沢外科内科 茂原機能クリニック

40-1065 34-2496 25-7755

平成16年１月１日現在で農業委

員会委員選挙人名簿に登録資格のあ

る人は、登載申請をしてください。

登載申請書は、農家組合を通じ

て送っています。申請していない

人は、選挙管理委員会または農業

委員会事務局へ請求してください。

◇提出期限 １月10日（土）

◇提出場所 農業委員会

◇登録資格 村内に住所があり、

昭和59年４月１日以前に生まれ

た次のいずれかに該当する人

①10アール以上の農地を耕作して

いる人

②①の同居の親族又はその配偶者

で、年間おおむね60日以上耕作

に従事している人

③10アール以上の農地を耕作して

◇ところ ＴＥＰＣＯ地球館　

地球館ホール

千葉市中央区問屋町１-35

千葉ポートスクエア内

◇定　員 約160人(参加費無料)

◇内　容 「資源やエネルギーを

大切にする」標語、ポスターコ

ンクール入賞者表彰式

講演　丸山晴美氏　(節約アドバ

イザー) 演題「家庭でできる省

エネルギー～楽しい節約術～」

◇申し込み 郵便番号・住所・氏

名・電話番号・参加人数を記入

の上、はがき、ＦＡＸ、メール

又は電話で１月16日(金)までに

申し込む

◇申し込み先 260-8667 千葉県

県民生活課
043-223-2296

ＦＡＸ 043-201-2613
Ｅメール
syouhisya@mz.pref.chiba.jp

いる農業生産法人の組合員又は

社員で、年間おおむね60日以上

耕作に従事している人。

◇問い合わせ
長生村選挙管理委員会

32-2111

長生村農業委員会

32-4742
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役場の電話番号 

 

お知ら
せ 

館山海上技術
学校生徒募集

学 び た い ！

それが入学資格です

※住民法律相談の予約は、当月分を毎月第１月曜日午前９時から役場総務課　　32ｰ2111で、長生支庁での
法律相談の予約は、当月分を毎月第２金曜日午前９時から長生支庁においてそれぞれ電話で受け付けします。

国立館山海上技術学校では生徒

を募集します。

◇募集定員 40人（男女）

◇期　間 ３カ年

◇受験資格 中学卒業以上（平成

16年３月卒業見込み可）

○推薦入学試験
学校推薦及び自己推薦制度有り

◇願書受付期間 １月７日（水）

～１月14日（水）

◇試験日 １月19日（月）

◇選抜方法 作文、基礎学力検査、

面接

相　談　内　容 と　　　　　き と　　こ　　ろ

◎心配ごと相談 毎週月曜日　午前10時～午後３時 総合福祉センター　　32ｰ3391

◎人権相談 １月19日（月）午前10時～午後３時 総合福祉センター　　32ｰ3391

◎結婚相談 １月18日（日）午前11時～午後３時 コミュニティーセンター 32ｰ3134

◎住民法律相談 １月19日（月）午後１時から（要予約） 総合福祉センター　　32ｰ2111

◎法律相談 １月16日（金）午後１時～午後４時（要予約） 長　生　支　庁　　　25ｰ7830

◎行政相談 １月19日（月）午前10時～午後３時 総合福祉センター　　32ｰ3391

◎人権相談 毎週月曜日午前９時～午後４時 千葉地方法務局一宮支所 42-3515

各各各各 種種種種 相相相相 談談談談 人権相談、行政相談、心配ごと相談は原則として予約制です。（当日も受け付けします）

を選択し１科目から履修するコ

ース）

◇募集期間 ２月29日（日）まで

◇問い合わせ 放送大学千葉学習

センター

043-298-4367

ＦＡＸ 043-298-4386

◇試験地 館山市（国立館山海上

技術学校）

○一般入学試験
◇願書受付期間 １月７日（水）

～２月４日（水）

◇試験日 ２月８日（日）

◇選抜方法 国語､数学、英語お

よび面接

◇試験地 館山市（国立館山海上

技術学校）千葉市、東京都、横

浜市、静岡市、芦屋市

◇受験料 無料

◇取得資格など 高等学校卒業同

等資格、４級海技士（航海及び

機関）筆記試験免除、２級小型

船舶操縦士資格ほか

◇問い合わせ 国立館山海上技術

学校　教務課

0470-22-1912

ＦＡＸ 0470-24-0470

Eメール　seaman@awa.or.jp

ホームページ

http://www.awa.or.jp/home/seaman/

放送大学では平成16年度第1学

期教養学部生・大学院修士科目生

学生を募集しています。

放送大学は､テレビ・ラジオ

（UHF・CATV・CS・ＦＭ）を通

じて、自宅で学習できる正規の大

学です。１科目でも入学できます。

○教養学部

◇学生の種類

・全科履修生（大学卒業を目指す

コース）

・選科履修生（１年間在学するコ

ース）

・科目履修生（１学期間「６カ月」

在学するコース）

◇募集期間 ２月29日（日）まで

○大学院

◇学生の種類

・修士科目生（１学期間「６カ月」

在学し、学習・研究したい科目



新年の幕開けです。今年も広
報ちょうせいをよろしくお願い
します。
笑う門には福来たる、皆さ

んどんなに辛いことがあって
も笑顔を絶やさず今年もがん
ばりましょう！
明るい話題の多い１年になる
ように願っています。

（や）

岩沼の獅子を描き
ました。顔の輪郭が
難しかった。色づか
いがうまくできた。

八積小
（５年生）

「おむすびころり
ん」のおはなしを描
きました。足元の光
がうまくできまし
た。

高根小
（２年生）

内海洋平くん

平成16年1月1日発行　編集・発行：長生村役場総務課　〒299-4394 千葉県長生郡長生村本郷1-77 0475-32-2111

2つ年上のお姉ちゃんに泣かさ

れながらも、いつも一緒に楽しく

遊んでいます。

平成15年１月13日生
父・植草　善博、母・恵子さん

ゆみのちゃん（信友）

おじさん好きで、あちこちで愛

嬌を振りまいている、我が家のお

殿様です。最近ちょっと太り気味

が気になります。

平成15年1月27日生
父･小野　修一、母・智子さん

翔太
た

郎ちゃん（南部）

雨上がりに、太陽と反対方向

の地表から空にかけて現れる七色の円弧

状の帯。空中の水滴によって太陽光が分散されて

生じる。

（撮影地：南部）

虹

ネイチャー 
　　フォト 

元
気
で
す

野口史帆 さん

「竜の目の涙」
のおはなしを描き
ました。竜の顔が
うまくできまし
た。

一松小
（２年生）

森　かおり さん

この広報は再生紙を使用しています。


